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実習 をふ りか えって

信州大学 大学院人文科学研究科2年 斎藤有紀恵(言 語文化専攻)

1.ス ピーチ コンテス ト(於 誠心研修院)

 私は審査員 としてスピーチ コンテス トに参加することになった。審査項 目は 「訴 え

る力(メ ッセージ性)30」 「話の進め方30」 「覚えているか どうか20」 「表現力10」 「発

音10」 の5項 目(100点 満点)で あった。事前に審査のポイン トについて話 し合って

はいたが審査員は初めての経験 であ り、責任感 ・緊張感 とともにコンテス トに臨んだ。

 16人 のス ピーチはそれぞれが とても個性的で興味深 いものだった。旅行やホームス

テイ体験、大学生活な ど題材 として取 り上げたものは同 じでも一人一人の主張は異な

る。あるものには共感 し、あるものには教え られた。そ して母語 は違 うが大学生 とし

て感 じた り考 えた りす ることは同 じだ と思 うとうれ しかった。また何 よ りも驚いたの

はその 日本語 力の高 さである。留学経験の差はあるにせよ、彼女達は2、3年 とい う短

期間にス ピーチを行 う力 を身 につけている。 日韓両語の文法体系 は似 ている と言われ

るがそれ だけではなく、やは り本 人の努力があってこそ得 られるものだ ろ う。 コンテ

ス ト直前 まで真剣 に原稿 を見直 し、そ して生き生き とした表情で話を している姿が印

象的であった。

 審査 は本 当に難 しく特 に基準の設定に悩んだ。また項 目ごとに点数はつ けることが

できて も総合的な評価 とな ると困難 を極 め、 コンテス ト終了後の審査員全員 による話

し合いは もめにもめた。学生生活 の中で評価す るとい う経験はそれ程多 くは得 られ な

い。改めて評価す ることの難 しさを実感 した。

2,高 級 日本語会話(津 崎先生 於 誠心研修院)

 この授業 は ミニ ドラマの発表会であった。6本 の短編 と1本 の コンテス ト受賞作品

の計7本 だ ったが、みんな楽 しそ うに演 じていた。衣装や小道具 もとても凝っていて、

見ている私 は授業であることを忘れて笑い楽 しんだ。台詞には 「助言を求める一助言
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をす る」 「不満 を述べ る一弁解する」 「提案 に対す る同意 と反対」等の機能 が含まれ て

お り、学生はそれ を楽 しみなが ら学び ミニ ドラマ とい う形で実際に使 う。登場人物 は

孫悟 空や ダー ウィンな ど非現実的であるた め学生はか えって役割 にな りきれ るとい う。

自身の経験か ら外 国語 学習 には困難 さばか りが伴 うと思っていたが、楽 しみなが ら学

ぶ よい実践例を見 ることができ大変勉強になった。

3.中 級 日本語会話(津 崎先生 於D302教 室)

 見学 させて頂 いた クラスではイ ンフォメー ションギャップ を利用 した道 教えのタス

クが行われ た。ペ アを組み地図を見なが ら電話で道案内をするとい う設 定である。私

は人数の関係で急遽参加す ることになったのだが、突然のことで多少緊張 していた。

相手 も緊張 していたよ うだ。だが道 を教える側、尋ね る側 と交替 しなが ら一つずつ タ

スクを進めてい く うちに少 しずつ緊張が解 けてい った。道教えの際、言葉 を達びなが

ら話 しているのに相手になかなか うま く伝 わらない ことがあった。様々な理 由が考え

られ るが説 明役である私に問題 があった。つま り短い時間で相手 を知 り、相手の立場

になって話す とい うこ とができていなかったように思 う。母語話者 と非母語話者 とい

う関係 において、母語話者 は相手の理解のために、話すス ピー ドや語彙選択 、相手の

反応等多 くの点に配慮 しなが ら話 さなけれ ばな らない。短時間ではあったが学生の一

人 として輪 に入れたのは貴重な経験 であった。

 後半 は見学者 を含 めて グループを作 り、大学周辺にある店の位置 を日本人学生に教

えるとい うタスクが行 われた。 ここでテキス ト上の練習か ら実際使用へ と移行 した。

カ トリック大生 にとっては会話練習 とな り、我々に とっては新 しい情報 を得 る機会 と

なったご大学周辺にっいて知 るだけではな く、カ トリック大生の学生生活が垣間見 え

た楽 しい時間だった。会話の中に 「健忘症」 とい う言葉 が出てきた時には落 いた。

 クラス運営、授業進行 について も多 くのことを学べた と思っている。学生が教室に

入 ってきた瞬間か らクラスは始まってお り、教室全体 を先生が 自然に コン トロール さ

れていた。授業中も一人の疑問をクラスの ものと して取 り上げ全員が理解で きるよ う

もってい く。学生達が何 につまずいているかを瞬時に判断 し、補足説明を加 える。ま

た時々使用 され る韓国語 は、学生の理解 を促すのに効果的に働いているよ うにみえた。

4.お わ りに

 まず このよ うな機 会を与 えて くだ さった諸先生方に感謝申 し上げる。 本実習は韓国

にお ける日本語教育の実状 を知 り、 日本国内にお ける 日本語教育 との相違点 について

更に深 く考えるきっか けとなった。 また実習 を通 じて 自分の未熟な部分が さらに明 ら

か とな り、その点については今後克服すべき課題 として取組んでいきたい。
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韓 国における日本語教 育実習の反省

信 州大学 人文学部4年 石 田舞子 (日本語教育学専攻)

1.は じめに

 この レポー トでは、韓国研修旅行中に行 われた 日本語教育実習 の反省 をす る。海外

での教壇 実習 は沖研究室に とっても初 めて とい うことで、頼 りにす るものもな く、手

探 りで準備 は進 められた。その過程 と、私 の感 じた ことを、実習前 と実習後に分 けて

述べていきたい。

2.実 習までの道 の り

2.1.ト ピック決定まで

 韓 国研修旅行 が行われ るのを知ったのは、本年度前期 、 日本語教育実習の第一回講

義においてであった。 まさか海外 での教壇 実習があるとは思っていなかったので、大

変驚いた。 その時点では、留学生セ ンターでの実習 もまだだったので、同時進行 でや

ってい くことができるのか どうか とても不安だったが、滅多にない機会 をいただけた

のは、幸運な ことであると思った。

 韓国での実習は、教科書を使 ってある文型を教 える とい うものではな く、イマーシ

ョン教育の実践を予定 している、 と沖先生か ら伝 え られ たが、初 めて聞 く言葉に とま

どいを覚 えた。イマー シ ョン とい うのは 「浸 りきる」 とい う意味で、典型は、学習対

象の言葉で教科を教えることである とい う。つま り、我々の場合、 日本語で 「何 か」

を教える とい うことである。その 「何か」 をどうす るかが問題であった。大衆的す ぎ

るものはよくない とのこ とだったので、余計に難 しく感 じて しまい、なかなか案が浮

かばなかった。 また、 自分 自身が よく知 らないことを教えることはできないので、 自

然 と 日本語に関す る話題に傾いていって しまった。

 授業で扱 うトピックを決 めるにあた り、まずは実習生一人一人が レジュメを作成、

発表 を し、そ こか ら話 し合い、絞 りこんで いった。途 中までは二班にわかれ、それぞ

れ別の トピックを取 り上げていたが、最終的に一っに絞 るのか、それ とも二つの指導

案 を作 るのか とい うこ とが問題 になった。結局、 日本語の感謝 ・謝罪表現 とい う話題

一 つに絞 ることになったが、実習生の人数 が多 く班がい くつかできるよ うであれば、

別 々に指導案 を作って もいい と思 う。

 実習は、カ トリック大学校の先生方のご厚意のおかげで、全部で三時間いただける

ことにな っていた。そ こで、一時間を松本 ・信州大学事情 とい う トピックで行い、残

り二時間 を感謝 ・謝罪表現 にあて ることになった。

2.2。 指導案作成

 松本 ・信州大学事情 に関 しては、教 えたいことが比較的はっきりしていたが、指導

案作成 となると、なかなか進 まなかった。 しか し、教材 として 自分たちで撮影 した ビ
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デオを使 うことに決 めてか らは、それ を中心に授業 を組み立ててい くことがで きた。

問題 は、 も う一つの トピックの方であった。感謝 ・謝罪表現 を扱 うと決めたものの表

現その ものに注 目す るのか、人間関係 による表現 の使 い分けに注 目す るのか、それ と

も 日韓比較 を行 うのか、何 を中心 とすべきかで悩む ことになった。 また、教 えるため

には膨大な知識が必要になるため、 さまざまな参考文献にあた らなければな らないの

も大変であった。 もっ と前か ら勉強 しておけば、 と思 うことがあった。

 毎 日の ように集ま り、勉強会を してい くうちに少 しずつ指導案が形作 られ ていった。

最終的 に、感謝の場面で使 われる謝罪表現を扱 うことに決定 し、指導案を作 っていっ

たが、9月 の中頃は、教材 もろくにできてお らず 、説明方法も複雑す ぎるとい う問題

が残 されていた。その ような状態で模擬授業 を行 うことになった。

2. 3.模 擬授業

 今思 えば、は じめの指導案 は、 とて も授業が行えるようなものではなかった。実際

や ってみたものの、ほとんど授業の形にな らず、もうやめたい、と思 うほどであった。

模擬授業の前は、複雑か もしれないが、自分たちが納得で きる説明方法に したつ もり

であった。 しか し、頭で描 いていたものと実際は異 な り、説明 しなが ら自分 でもよく

わか らなくなっていった。

 模擬授業は全部で四圓行 った。一回終わ るごとに反省会 を行い、説 明方法や教材の

使い方 について検討 を重ねた。そ して、説 明をシンプル に してい った。 シンプルにす

る とい うことは、難 しい内容 を省 くとい うことではなく、事の核心を簡単な言葉 で説

明する とい うことである。難 しかったが最後 にはパネルな ども使い、わか りやすい説

明ができるよ うになった と思っている。

 正直に言 って、それ までの半年 より、模擬授業 をや りなが ら指導案に手 を加 えてい

った一 ヶ月弱の時間の方が内容が濃 く感 じられた。実習生が集まって話 し合 う時間も

もちろん大切 だが、実際に声を出 し、動いてみなければわか らない ことがた くさんあ

る。参加 している人たちか ら意見をもらうこともできるので、模擬授業 は貴重 な時間

である。そ こで、来年 は余裕 を持って模擬授業 を行 っても らいたい。 その際に可能な

らば、何人か留学生に参加 してもらうのがいいだろ う。 日本人 とは違った視点で意見

を述べて くれ ると思 う。模擬授業で得た意見は指導案作成 におおいに役立つはずであ

る。また、授業の様子 をビデオで撮影 してお くことも有効である。後で客観 的に見る

ことができるので、 自分の欠点を発見す るのにも役 立つ。それ らを最大限に活かすた

めにも、前期 中に模擬授業を し、夏休みに じっく り指導案 を練 り直す ようにスケジュ

ール を組むのがよい と思 う。

3.実 習を終 えて

 実習は、韓国滞在の五 日目に一時間、六 日目に二時間連続で行われた。 まず始 めに
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松本 ・信 州大学事情の授業を し、次の 日に、感謝の場面で使 われ る謝罪表現について

の授業 を二時間続きで行った。

 ぎ りぎ りまで練習を していたが、やは り不安で、緊張 したまま授業に臨んだ。焦 り

そ うになった時は教室を見渡 し、学習者 の様子 を見ることを心掛 けた。 なん とか授業

を進めるこ とができたのは、説明を真剣 に聞いて くれ る様子や、時 にこぼれる笑い声

に助け られ たか らだ と思 う。教壇に立ってみて、授業 は一方的な押 し付 けではなく、

双方向のや りとりが大切なのだ と実感 した。

 授業中に気づいた ことや終わってからわかったことなど、反省点はた くさんある。

それを以下 に述べていきたい。

 まず、大 きなことか ら言 うと、授業 をす る 目的 を忘れてはいけない と思 う。指導案

作 りも模擬授業 も本番 も、真剣 にやっていた といえるが、授業を形 にするのが精一杯

で、時に全体 を見る視点が抜 け落 ちて しまっていた気 がす る。何を伝 えたいのか、 と

い うことを常 に頭 の片隅に置いておき、その上で、授業の計画を立て ることが大切 で

はないだろ うか。

 授業の計画 を立てる上で重要なことの一つ として、実習 日を研修期間の どこに置 く

か とい う問題 がある。実習 日によって授業 の内容 にも変化が出て くるのでないが しろ

にはできない。例えば、前半に授業を行 うとした ら、交流が深 まっていない ことを前

提に して考 えなければ ならないが、後半はその逆 になる。 また、一時間 目と二時間 目

を別 々の 日にす るな らば課題 を出す ことができるが、一 日の中で連続 してや る場合は

それができない。

 他のイベ ン トとの調整が難 しいか もしれないが、上に述べたよ うな問題があるので、

カ トリック大学校側 とこまめに連絡 をとり、できるだけ早い段階で実習の 日程を決め

るべきである。

 授業 を計 画す るためには、 まず トピックを決めなければな らないが、こちらが伝 え

たい ことと、学習者 が知 りたい ことを同時に満たす よ うな ものが理想的である。今回

はできなかったが、 トピックを決 めるにあたっては、ニーズ調査が必要ではないか と

思 う。 また、対象 クラスの学習者 の既習事項 も把握 してお くべきである。 こういった

ことも、カ トリック大学校 の方々に協力 していただかなければできないことであるの

で、 日ごろか ら密なや りとりを してお き、早めにお願いをすることが大切である。

 次に、実際に韓国で教壇に立 ってみての感想だが、実習後す ぐに思ったのは、予想

外 の出来事が多 く、対応が難 しかった とい うことである。まず、学習者 の 日本語の レ

ベルが想像 していた よ りも高 く、説明を理解す るのも容易な様子であった。 問題を解

くのも非常に早 く、結果的に時間が余って しまった。余っても数分程度 だろ うと思っ

ていたために対処法 もな く、その場 しのぎの ことしかできなかった。 予測が甘かった
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としか言 いよ うがない。時間が余った場合、逆 にのびて しまった場合に どうするべき

かは、当然考 えておかなければならなかったことだと反省 している。 また、学習者の

レベルに合 わせて問題の難易度を変えることもできるよ うな指導案を作ってお くべき

であった。

 指導案はあ らゆる事態 を想定 し、臨機応変に対応できるように しておかなければな

らないが、それで も思わぬ事態が起ることもあるだ ろう。そのよ うな場合 でも、ふだ

んか ら知識 を蓄積 しておけば乗 り切ることができるはずである。授業で教 える内容が

1だ とした ら、その背後に100の 知識 を持っていない と、柔軟な対応 をす ることは難

しい。実習 を通 して、 自分の勉強不足を痛感 した。

 最後 に、教材について述べておきたい。今回は 自分たちで撮影 ・編集 した ビデオや

地図、パネル 、手製 のワー クシー トな どを用意 していった。その中で、最 も学習者の

目を引き付けることができたのは ビデオだった と思 う。言葉ではなかなか伝わ らない

ことで も、映像でなら伝わる場合もある。映像の持っカ をよ り効果的にす るためには、

撮影や編集に工夫 を凝 らす必要があるだろ う。その他の教材 も、活動 と上手に絡めて

導入すれ ば、授業がマンネ リズムに陥るのを防いで くれ る。 どのよ うな教材 を授業の

どの段階で導入すべきか とい うことは研究す る価値があると思 う。.

4.お わ りに

 一番反省 してい るのは、授業 を成功 させなければ、 とい う思いに囚われ、 目の前の

ことしか見えていなかった ことである。つま り、 この実習がカ トリック大学校 のコー

スデ ザインの どこに位置づけ られ、そ して学習者 に とってどうい う意味 を持つのか と

いったこ とを考 える余裕がなかったのである。来年度の実習生は、授業 は学習者のた

めの ものである とい うことを忘れず、{顧敢的な視点を持って実習に臨んでほ しい。

 授業 は穴だ らけだったが、そこか ら得 たものはいろいろある。我 々の行 った事が こ

れか ら実習 をす る後輩たちの役 に立っのならば幸いである。

貴重 な経験

信州大学 人文学部4年 於本七瀬 (日本語教育学奪攻)

 学習者 に対 して何 を教 えればいいのか、相手には何 が必要なのか とい うこ とを認識

す ることは容易なこ とではない。今回の実習を通 して改めてその難 しさを実感 した よ

うな気がす る。韓 国での実習 をす ることになった私達4年 生は、授業のテーマ決 めを

4月 か ら始め、夏休み期間中も入念に話 し合いを進めてきた。実習をす るにあたって

特 に気 を使 った ことは、 日本語 を勉強する韓国の学習者に とって理解 しづ らい ところ

は どこなのか とい うことだった。それ を理解す る為には 「韓国語」を知 る必要があっ

た。学習者の母語 の特徴を知 らなけれ ば、教師が学習者の気持ちになって教 えること
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は出来ない し、彼 らに とって 日本語の何が難 しいのか とい うことも把握できないだろ

う。 しか し、私達実習生は、韓国語の勉強を していなかった。そのために、韓国語母

語話者であ り、大学院生の李 さんには授業の準備段階でも大変お世話 になった。 日本

語 を勉強 している時に どの部分が理解 しづ らいのか、韓国語 と日本語の相違点は どこ

にあるのか、様々な事対 して質問 し、相談にのっていただいた。

 日本語では感謝の場面で謝罪表現 を用い ることは 日常生活の中で よくあることだ。

しか し、韓国の場合 、これは とても不 自然であるとい う。 この違いに私たちは着 目し

た。そこで授業テーマを 「感謝の場面で用い られ る謝罪表現jと した。 また、私たち

の計画の中で 「実際使用」 とい うことを最初から意識 していた。授業で行った表現 を

その後の交流の中で使用 して もらい、定着 を図ろ うとしていた。 しか し、実際 の行動

予定を見てみ ると、メイ ンの授業は滞在6日 目に予定 されてお り、その狙いは諦めな

ければな らなかった。 しか し、そ こをプラスに考えて、5日 間の交流の中で出てくる

様 々な表現 の中に 「感謝 の場面で使われ る謝罪表現」もあるはずで、最後の授業でま

とめとして疑問も解 消 しても らお うとい うことになった。

 私たちが授業を させていただ く前にカ トリック大学校での実際の 日本語教育の現場

を見学 させ ていただくことが出来た。 これ は本 当にあ りがたいことであ り、大きな ヒ

ン トを与え られ ることにもなった。

 まず、2日 目の津崎先生の 「高級 目本語会話」ではシュミレー ション ・mル プ レ

イを主体 とした授業で、機能シラバスを ドラマでや るとい う方式を とっていた。津崎

先生 によると、中 ・上級 の学習者になって くると 「待遇表現」の学習が大変困難 にな

って くるらしい。 そのために効果的な方法 を考えたのだそ うだ。外国語教育で特に重

要なのが 「楽 しくや る」 とい うこ とで、 しかも積極的に参加 しよ うとしなければ学習

者 に とって意 味がな く、劇の中でその役にな りきることが出来なければ学習効果は望

めない とい う。私達が行 う授業の中でも実際の場面 を多く見せ ることが狙 いで もあっ

たので、 ロール プ レイ をす る予定であった。 よ り実際の場面に近づける為にも しっか

りと演技 しなければな らない と感 じた。

 3日 目の中野先生の 「中級 日本語会話2」 の授業 を見学 させていただいた時 には、

先生の 「学習者 を引き込む力」 とい うものを強 く感 じさせ られた。 「～の ような」 「～

みたいな」 とい う表現 の習得がポイ ン トだったが、絵 を描かせた りゲー ムを させた り

して楽 しんで習得できるような工夫がされていた。

 また、今回の交流期 間の中で、カ トリック大学校 の学生の方が3回 の韓国語講座 を

開いて くれた。恥ずか しい ことに私は今まで韓国語 を全 くと言っていいほど話せない

し書 くこ ともできなかった。「外国語学習者」 とい う立場になってみ ることは教 える立

場 に立つ ものに とっては必ず経験 しなければならないことだとい うように感 じた。そ
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して、母語話者 だか らこそ、普段考 えもしないよ うなことを学習者 に尋ね られて しま

い答えに詰まって しま うとい うよ うなことは どの言語 を教 えるとい うときで も立ちふ

さが る問題なのだとい うことも認識できた。言語 を教 える時には、学習者の言語 を理

解 してお く必要がある。私 には特 にこの部分が欠 けていた。

 さて、6日 目に行われた 「感謝の場面で用い られ る謝罪表現」の授業は実際 どうだ

ったか とい うと、まず 当初中級 レベルの学習者 を予定 していたのが、参加者 は上級者

が ほとん どで あった。 これはシ ョックな事であった。私たちは感謝の場面で 「あ りが

とう」ではな く 「すみません」が出てきて しま うとい うことの説 明を1時 間、次の時

間に 「すみ ませ ん」ではなく話す相手によっては 「ごめんなさい」が出て くる時 もあ

る事 を説明す る予定で授業案 を作成 していた。 しか し、ふ たを開けてみる と、この内

容 は中級の前期の レベル であ り、す こし易 しすぎた らしい。残念であった。韓国に来 る

前 にもっ と密 に連絡を とっていれば このよ うなことにはな らなかったのか と悔やまれ

た。 しかも、実際に、韓 国の中でも感謝 の場面で謝罪表現 を用いる とい う人はいない

わけではな く、比較的年齢層 の高い人の間では使 われ る場合 もある らしい とい うこと

を耳に した。 これ は勉強不足だった と思 う。カ トリック大学校の中級 レベルの学習者

に とって適 当なテーマは何だったか とい う質問に対 して、「あ りが とうございます」と

Fあ りが とうございま した」の用い られ る場面の違いなどは面白かったのではないか

と津崎先生 にア ドバイスを頂いた。

 実習では、「松本 ・信州大学事情」とい う授業を1時 間設 けさせて もらった。これは、

5日 目に行 われたが、できれば交流が本格的に行われ る前のもっと早い段階でこの授

業 をや らせ てもらいたかった。新 しい情報が多 く学習者 も楽 しめると思ったか らだ。

そ して この授業の多 くの問題 点は学習者 の知 りたい情報 をしっか りと組み込んでいな

かった とい う点だ。信州大学の留学生に関す る詳細情報、留学生の生活、住宅情報な

ど、質問 され たが上手 く説明す ることができなかった。学習者の立場 になって授業を

作っていかなければな らなかったのに、狙 いがはっき りしない内容 になって しまった

と思 う。

 実習全体 を通 してまずは私の未熟 さを痛感 させ られた。人に教 えてい くとい うこと

の難 しさを改めて感 じ、 どんな状況にあっても対応できるだけの深 い知識 を身に付 け

ていることの必要性 を認識 した。人間 として、一人の人の向かい合 う姿勢 とは、優 し

さをもって相手 を本 当に知ろ うとす ること、そ して相手にも真剣に 自分 を知 って もら

お うとす ることだ とい うことであ り、その素晴 らしさと難 しさを実感す ることとなっ

た。私は、生身の人間 同士の対話 が一番 自分 自身 を成長 させて くれ るものなのだ と思

う。今回のカ トリック大学校での心の交流を通 して私はまた素晴 らしい出会いを経験

し、沢Wの ことを与え られた。感謝の気持 ちでいっぱいで ある。本当に心か らお礼 を
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言 いたい。私達 の 日本語教育実習は初めての試みであ り、課題 も多 く残 って しまった

が、私は、カ トリック大学校 と信州大学の未来にとって重要な役割 を果 た した とも思

っている。今回の実習の経験 を次の大きなステ ップへ とつなげてい って欲 しい と願 っ

ている。

韓国 日本語教育実習反省 と今後の課題

信州大学人文学部4年 城間友美 (日本語教育学専攻)

1。 日本語教育実習の 目的

 日本語教師 を目指す 日本語教育学専攻学生 として 日本語教育実習 を行 うことは、 こ

れまでの 自分 を見直 し、これ か らの 自分を考 えるとい う意味で必要 な試練であ ると考

える。試練 といっても実習はあ くまでも受 け入れ先のご好意によるものであるため、

実習をさせ ていただけるだけでも感謝すべきことである。

 実習はその名 の通 り、教科 書や授業 ・講義 か らだけでは学べない ことを実際に体験

して学ぶ ことである。 日本語教師に限 らず、何事 も知識だけ、経験 だけとい うのでは

偏 りがあ る。両方をバ ランス よく持ち合わせ ることが理想 であろ う。その意味で実習

は 日本語 教育の現場 を じかにみて、体験す ることができる。実習生 はそのことを喜ぶ

と同時に 自分 の立場 と責任を 自覚 しなけれ ばな らない。 自分にとっては練習台のつ も

りで も、学習者 にとっては一度 しかない貴重な授業である。実習生の不注意やふ とし

た何かの きっかけで 日本語学習の道を捨てて しま う可能性 もな くはない。その ような

危険な可能性や責任 も実習にはついて くる。 しか し、実習によって実習生が得 るもの

は、他の何か らも得 られるものではな く、また学習者 は未来の 日本語教育の可能性 を

広 げるとい う意味で利益を得 ることになるだろ う。受け入れ先の先生方や学習者 の迷

惑 にな らない ことを念頭において、今 の自分 ができる精一杯のことをや る気持 ちで実

習 に臨む姿勢が大切である。

2.韓 国 日本語教育実習の流れ

 2001年 度の 日本語教育実習の授業が4月 の第三週か ら開始 された。受講i生は 日本語

教育学専攻学生5名 と日本文学専攻学生1名 の計6名 である。本年度の大きな 目標 は

6月 の信州大学留学生センターにおける日本語教育実習 と11月 の韓国カ トリック大学

校 における韓 国 日本語教育実習の二つであった。開始直後 より、 「日本語 に浸 りきる」

とい う意味でのイマー ジ ョン教育を目指 し、計画 を立て始 めた。

 前期の留学生センターでの実習 と平行す るかたちで韓国 日本語教育実習 の準備が行

われた。5月 中旬 にはカ トリック大学校への実習依頼 と問い合わせの連絡 を行い、授業

で扱 う トピックとテーマを決定 した。 トピ ックは 日本語による 日本人の言語行動の紹

介 とい うことで、テーマは 「日本人が謝罪表現を感謝 の意 とする具体的場面」とな り、
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その設定 をす る とい うのが当初の 目的であった。 これは対象 を初 中級の 日本語学習者

と仮定 し、学習者が、 日本語 ・日本文化 と接する際に文化摩擦を起 こしうる場面を考

えた ときに、必要な情報なのではないか との予測 か ら決定 したものであった。

 最終的に実習生は 日本語教育学専攻の5名 に決定 し、一斑(石 田・城間 ・前澤の3名)・

二班(於本 ・中野の2名)の チームテ ィーチングを行 うこととな り、8月 ・9月 には謝罪

的感謝表現についての理解を深める為 の自主ゼ ミを開いた。実習直前の10Aに は、カ

トリック大学校での実習 の詳細が決定 した。時間数 は三時間で対象 クラスは中級 日本

語 会話 である。一時間 目を 「松本 ・信州大学事情」 と称 し、 自分たちの住む長野県松

本市 と信州大学を紹介 し文化や環境 を知って もら うことを 目的 とし、二 ・三時間 目は

「感 謝の場面で使 われ るすみませんjを テーマと して授業 を進 めるとい うのが我われ

実習生の計画であった。

 10月 末か ら11月 は じめにかけて行われた韓国カ トリック大学校 と信州大学間の韓

日國際親 善交流の一環 として我われ実習生の 日本語教育実習を企画 していただいた。

は じめに一班は津崎浩一先生、二班は中野敦先生による高級 日本語会話 の授業を参観

させ ていただき、実際の授業実習は11A1日 に 「松本 ・信州大学事情」、2日 に二時

間連続 して 「感謝 の場面で使われ るすみません①」 と 「感謝の場面で使 われ るすみま

せん② 」を行った。

3.実 習の反省

 一班の担 当 したクラスは津崎浩一先生の中級 日本語会話のクラスで、生徒数は20名

弱で あった。 「松本 ・信州大学事情」は、 日本地図 とビデオを教材 ・教具 とし、主に実

習生側の紹介 で授業 を進 めた。 内容は実習生の 自己紹介 と地図 とビデオによる松本市

と信州大学の紹介である。学習者 の反応は、は じめの うちこそ興味を持って くれた よ

うだ が、後半には実習生側 の一方的な授業に退屈 してきた ようであった。 この授業で

の反省 としては、せ っか くの視覚教材 を生か しきれなかったことである。 ただでさえ

実習生側の一方的な説明にな りがちな授業であったので、視覚教材、特に ビデオの完

成度 の低 さが学習者 の興味を激減 させ たよ うである。 また、信州大学の紹介で も、一

般 の 日本人学生 の生活状況や、留学生の様子 などをもっ と事細かに撮影す るべきで あ

った。津崎先生か らは松本の物価やアパー トの家賃 などもっと留学生に必要な情報 を

取 り入れ てはどうか とい うア ドバイスをいただいた。今回の授業では、一番重要な 日

本語 学習者が実際 に松本で暮 らす とい う設定が抜け落ちていて、結果的 に表面的な、

単な る観光案内のよ うになって しまった。学習者側 に立って、彼 ら ・彼女 らが必要 と

してい るもの、興味あるものは何なのか考 えるとい うことが何 よりも重要であると感

じた。 また、退屈 な授業 にな らないよ うに学習者 と相互にコミュニケー シ ョン しなが

ら授 業を進めてい く必要があると痛感 した。
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 「感謝の場面で使われるすみませ ん①、②」は中野敦先生の中級 日本語会話のクラ

スで行 った。実習生製作の謝罪的感謝表現 の具体的場面 を集めた ワー クシー トを教材

とし、場面提示用の ビデオ とパネルを教具 として扱った。 この授業では場面 ごとに学

習者 の参加 を求めたので、先の 「松本 ・信州大学事情」 に比べると実習生側の一方的

な押 し付 け状態は免れたよ うに思 う。 しか し、学習者 の学年にば らつ きがあったこと

もあるが、内容があま りにも簡単すぎた ようである。我われ実習生の予想 は 「韓国に

はお礼 の気持 ちを表現す るときに謝罪のことばを使 う習慣はないだろ う、それなのに

日本語ではある。これ を理解す るのには時間がかか るに違いない。」とい うことであっ

たが、実際の教室では予想 を裏切 り学習者 はす ぐに答えをだ して しまった。 ワー クシ

ー トの問題 も工夫が足 りず
、簡単な上に単調であった為 に、学習者は手持 ち無沙汰の

よ うで あった。それ なのに我われは余 った時間を有効利用す る手段を持 ち得てなかっ

たので間を持たせ ることに必死になって しまった。

 自分た ちが予想 していた学習者の レベル 、状況 、時間配分その他諸々の ことが全 く

予想 はずれであったこ とも反省材料 となるが、何 よ りもそれ らの ことにその場で うま

く対処す る力が不足 していたよ うに思 う。一つのこ とが少 しずれただけで、全ての こ

とが狂 って しまい、ただで さえ緊張 しているのが焦 りで余計に収拾がつかない結果 と

なって しまった。実習前に何度 も沖先生か ら 「準備は、余 りは して も、足 りなかった

とい うことにだけはな らないよ うに。」と何度 もご指導いただいたにも関わらず、この

よ うに反省 だ らけの実習 となって しまった。

4.今 後 の課題

 今回 の実習全体の反省 としては、特に

 ・ 授業内容のかた より、未熟 さ

 ・ 学習者のニー ズ、 レベルの認識不足

 ・ 時間配分のあま さ

 ・ 状況にあわせて柔軟 に対応す る力不足

が挙げ られ ると感 じた。 これ らを今後改善 してい くためには、まず学習者 を 「知る」

こ とが必要であろ うと思われ る。学習者 を予想するだけではなく、徹底的な リサーチ

が必要なのではないか。学習者が どんな人々であるかは もちろん、ど うい う目的で、

どうい う日本語 を習得 したいのか、事細かに知 ることによ り、おのずか ら彼 らの興味

あるもの、求めることが浮かび上が り、実習生の思い込みや押 し付 けは軽減す るにち

がいない。 またそれ と同時に思い もよらない事態に直面 した ときにパニ ックに陥 らな

い よ う、事態に対応 できる機敏 さと、次々に事態を展開す るための知識が必要である。

 実習を終 えての反省 はつきないが、学んだことは多 く、これまでの思 い込みや考 え

方 を打ち破 り、学習者 とじかに触れ合 うとい う機会 を持 てたことにより、新 しい 自分
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をみつけ るこ とができた。今後 は今 回の反省を生か し、改善するべきは改善 し、新 し

いものは次々 と柔軟に吸収 していきたい。

韓国 日本語教 育実習 を終えて

信 州大学 人文学部4年 中野真樹 (日本語教育学専攻)

1,は じめに

 カ トリック大学校 と信州大学の 日韓学術交流は、信州大学側の視点に立つ と、「韓国

日本語教育実習」 とい う側面 を有 していた。 ここでは、今回の交流 を実習 とい う観点

か ら捉 え直 し、その中で得 たものや気づ き、反省点 を明らかにしたい。 これ は、今後

の 自分の あ り方 を考えるための材料になるように、 また、来年以降の実習生 の活動が

よ り良い もの となるよ うに願 って書 くものである。

 「韓国 日本語教育実習Jと は、何だったのか。また、どのような意義があったのか。

あ らためて振 り返 ってみ ると、一 口で実習 とい ってもそれは様々な捉え方ができる と

い うことに気づ く。今回の大学間交流全体を実習 として捉 えることもできる し、教壇

実習だけに観 点を絞 るこ ともできる。また、実習の意義も、実習生 にとっての意義、

学習者 に とっての意義な ど観点を分けて捉 えるこ とができる。

 このよ うに今回の実習 を多様な観点から捉 え、整理 しなが ら反省を述べていきたい。

2,韓 国 日本語教育実習の概要

 先に、今回の大学間交流全体 を実習 として捉 えることもできる、 と述べた。その よ

うな観 点か ら捉えた実習 を 「韓国 目本語教育実習」 と呼ぶことにす る。 まずは、その

概要 を述べ る。

2ユ カ トリック大学校 ・信州大学 日韓学術交流週 間の主な 日程

 韓国 日本語教育実習は交流全体 と重なるものであるので、まずは交流週間の 日程を

確認 してお きたい。交流期間は10月28日(日)か ら11A3日(土)の7日 間で、

交流週聞にお ける主な 日程は以下の とお りであった。

〈主な 日程>

10月28日 (日)来 韓

10月29日(月)カ トリック大学校学生による日本語ス ピーチ コンテス ト、授業見学、

        歓迎会

10月30日(火)第1回 韓国語講座 、信大生2・3年 生実習(フ リー ・トーキング)、

        授業見学

10月31日(水)市 内見学、ホームステイ

11∫]1日(木) 第2回 韓国語講座、信大生4年 生教壇実習 「松本 ・信州大学事情」

       (50分 ×1コ マ)
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11月2日(金) 第3回 韓国語講座、信大生4年 生教壇実習 「感謝 の場 面で使われ る

        『すみません』J(50分 ×2コ マ)、 送別会

11.月3日 (土) 帰国

3.教 壇 実習の概要

 教壇実習 は、韓国 日本語教育実習の重要な活動 の一部 として位置付け られる。その

教壇 実習の概要について述べる。

◎実習生  信州大学人文学部 日本語教 育学専攻4年 の5名 。

◎学習者  カ トリック大学校 日本語 日本文化専攻2年 生か ら4年 生。1ク ラスにつ

      き15か ら20名 の学生が参加 した。(ク ラスによって人数が異なった。)

◎実習 日時 ・授業題 目

      11月1日(木)「 松本 ・信州大学事情」50分 ×1コ マ

      11A2日(金)「 感謝 の場面で使われ る 『すみません』」50分 ×2コ マ

      1ク ラスにつき合計3コ マを教壇実習の時間 としていただいた。

◎実習形態 5名 の実習生を2グ ループ(2人 と3人)に 分け、それぞれのグループが

      1ク ラスずつ担 当 して授業を行った。2ク ラスそれぞれの授業内容は同 じ

      である。(も ちろん、実習生や学習者の人数、授業担 当者の性格な ど様 々

      な要因に より、実際の授業展開が全 く同 じになるこ とはあ りえない。)

4.韓 国 日本語教育実習の意義

 韓国 日本語教育実習 は、誰 に とってどの ような意義があったのだろ うか。実習生に

とっての意義 と学習者 に とっての意義に分けて考 える。(なお、この場合 の実習生 とは、

信州大学 の学生全てを指す。)

4.1実 習生 に とっての意義

 日本語教育学専攻の学生に とって、今回の実習 を したことの意義 は大きい。まず は、

教壇実習 の経験をす ることができた とい うことが挙げ られ る。 これは4年 生のみがそ

の機会 を得 た。教壇実習をさせ ていただけるとい うことは、実際に学習者 を目の前に

して 日本語 を教える体験ができる とい うことだけではない。1つの授業 を作 る過程を体

験できるとい うことで もある。学習者のニーズや レベルを考えて授業の トピックを選

んだ り、授業案 を練 った りな ど、授業を作 ってい く過程 も私たち実習生に とっては非

常に貴重な実習 とな るのである。

 また、 この交流全体 を通 して 「平明な 日本語でできるだけ伝 えたい ことの意味を変

えずに表現する」 とい う訓練ができたことも大きい。 もちろん、教壇実習において も

それは意識 されたが、教壇実習に限らず、カ トリック大学校の学生 と話 をす る機会が

豊富にあった。 しか も、様 々な レベルの学習者 と触れ合 えたので、相手 に合わせ てス

ピーチ ・コン トロール をす る とい う経験 もできた。 これは、全学年の学生が得 ること
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のできた経験 である。

 さらに、海外にお ける(今 回の場合は韓国にお ける)日 本語教育の現場 を知ること

ができた、 とい う意味 も大きい。 実際に行われている 日本語の授業 を見学 させていた

だ くこともできた。

4.2学 習者 にとっての意義

 次に、カ トリック大学校 日本語 日本文化専攻の学生(以 下、学習者)に とっては ど

の よ うな意義があったのか、考える。

 第一 に挙 げ られ るのは、 日本語 の実際使用の場が豊富に得 られたとい うことであろ

う。普段の教室活動の授業では、学習者 の 「日本語で伝 えたい」とい う欲求や、「どう

して も 日本語で伝 えなければな らない」 とい う差 し迫 った状況 は作 りに くいのではな

いだ ろ うか。今回の交流 では、私たち 日本人学生(韓 国語 が話せない)と 一緒に行動

す る機 会が多 く、 日本語 で伝 える しかない とい う状況 が簡単に作 られた。 また、教壇

実習に参加す ることも、 日本語での説明を聞 きなが ら、あるいは 日本語 で質問 しなが

ら何 らかの情報 を獲得す ることであ り、やは り日本語 の実際使用にあたる と考えられ

る。

 また、 日本人の 自然な会話をた くさん耳にす る機会 にもなっただろ う。そ して、密

に交流す ることによって相手をもっと理解 したい、 自分の気持ちを伝えたい、 とい う

欲求か ら、 日本語学習の意欲が より高まった とも思われ る。

5.教 壇 実習 について

 交流の一環 としても捉 え られ る教壇実習で あるが、実習生か らすれば最 もカを入れ

て準備 に取 り組んできたのもこの教壇実習で ある。 ここでは、教壇実習 についての反

省や気づきをい くつかの項 目に従って述べていきたい。

5.1授 業題 目

 教壇実習で扱 う トピックを決 める際 に最 も意識 したのは 「イマーシ ョン教育」 とい

うこ とである。イマー ションとは、「immerse=浸 りきる」 とい う意味で、学習者が 日

本語 によって 日本語以外の科 目の授業を受け、それ に浸 りきるこ とで 日本語の実際使

用 を促す ことを狙 った教育のことである。今回、韓国 日本語教育実習をす るにあた り、

実際使用 を十分に生か した実習 となるようにと 「イマーション教育」を1つ のキー ワ

ー ドとして準備 を してきた。学習者は交流全体 を通 して 日本語の実際使 用の機 会が豊

富に得 られ るとい うことはすでに述べた。 さらに、教壇実習も実際使用の場 として捉

え、授業の トピックを 日本語以外のものに しようと考 えたのだ。

 結果的に 「松本 ・信州大学事情」と 「感謝の場 面で使われ る 『すみませ ん』」を授業

題 目とした。 「松本 ・信州大学事情」にっいては、今後交流を続けてい くカ トリック大

学校 の学生 に信州大学 について興味を持 って もらうことは必然性 が高 く、 「浸 りきれ
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るjト ピックだった思 う。 また、国は具体的な地域や人か ら成 り立っているが、この

授業を通 して 日本の多様 な地域性や具体性 を実感 してもらえた と思っている。

 「感謝の場面で使われ る 『すみません』」をもう1つ の トピックとして選んだのは、

日韓の文化的な違いについて知 ることが学習者に とって有用であると考 えたか らで あ

る。大衆 文化 にも違いはあるが、私た ちはせっか く日本語について勉強 しているのだ

か ら、 日韓の言語文化 的相違 を トピックに しようとい うことになった。学習者が 日本

人 と接す る際 に起 こ りうるミス ・コミュニケーシ ョンをい くつか挙げ、その中か ら1

つ に絞った。実際に授業 を行 ってみて、参加 した学習者 にとっては内容的に少 し簡単

す ぎたとい うことがあったが、授業後学習者に行 ったアンケー トによれ ば、興味深 い

トピックだった とい う反応が多かった。

5.2教 壇実習の対象 とす る学習者について

 教壇実習 は、経験のほ とん どない実習生が媒介語を使わずに 日本語のみで授業 を行

うため、学習者にはある程度 の 日本語力が求め られ る。そ こで、 中級以上 の学生(2

年生以上)を 対象にす ることに した。その中か ら中級の学習者(2年 生を想定 していた)

を対象に授業計画を立てたのだが、上級ではな く中級 の学習者 を選んだのは、 日本語

で 日本語以外 の授業 を受けることで、 日本語 を学ぶ動機を さらに高めて もらえた らと

い う考 えか らであった。

 実際の教壇実習は、2年 生か ら4年 生の混合 クラスで行われたのであるが、 「感謝の

場 面で使 われ る 『すみ ません』1の 授業は、3、4年 生 にとってはもちろん、2年 生に

とっても簡 単すぎた ようだ。津崎先生か らは、2年 生の前期だった らちょうどよかった

のではないか とい うコメン トをいただいた。

 今回のこ とか ら、学習者の 日本語の レベルをどのよ うに把握す るか とい うことの難

しさを知 った。 中級 といわれて も、実際に話 してみ るまではどの くらいの 日本語能力

が あるのかは漠然 としていた。実際の授業で使用 されているテキス トを送っていただ

いて参考 にす ることがで きたが、テキス トで学習項 目を完壁に習得 している学生はい

ないはず であるので、テ キス トだけに頼 って レベル を考えることもできないだろう。

カ リキュラムの中で体系的に行われ る 日本語の授業 と異な り、学習者 の レベルを実感

できないまま準備 を進 めていかねばならないのは大変だが、想定 した レベル と違って

もそれに臨機応変 に対応できる とい うことも日本語教師に求められ る資質である。そ

のためには、授業の トピックについてもっ と深 く、広 く勉強をしておかねばな らない

とい うことを実感 した。授業の トピックについてだけではな く、普段か ら教養 を身に

つけてお くことが大切 だと痛感 した。

5。3実習形態 について

 教壇実習 は、3,教 壇実習の概要 でも述べた とお り5人 の実習生 を2グ ループに
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分 けるとい う形 で行った。 こうす ることで、少人数 クラスでかつ、多 くの学習者に参

加 しても らうことができると思 ったか らである。 しか し、学習者 の レベルに よって内

容の異な る授業 を行 うとい うことも一案 として考えてもてもよいだ ろ う。

 また、1ク ラスの実習形態 としては、中心 となって授業を進 めていくのは一人で、

残 りはアシス タン トとしてサポー トした。板書 を した り、モデル会話を した り、教材

を用意 した りとい う役 に徹 した。それでも、教壇で複数の人間が動 くことは学習者 の

注意が散漫 になって しま う危険 も伴 う。従 って複数で授業 をす る時 は、できるだけ無

駄な動 きを省 き、学習者の集中を妨 げないようにす ることが大切だと思った。しか し、

実際の 日本語教師はほ とん どの場合一人で授業 を行わなければな らない。そ う考える

と、実習生の経験 としては完全 にひ とりで授 業を行 った方がいいのかもしれない。 こ

のことについても今後検討す る余地があるだ ろ う。

5.4授 業 内容について

 次に、実際行 った教壇実習か ら得 られた反省や気づ きにっいて も う少 し細か く述べ

ていきたい。 「松本 ・信州大学事情」では、学習者のニーズについて もっ と考 え、それ

に沿 った準備 を しっか りして くるべきだった とい う反省点がまず挙 げ られ る。学生の

生活に もっ と密 着 した話題 を多 く盛 り込むべきであった。特に留学生の生活や、学生

全体の中で留学生の占める割合や出身国につ いてなどの基本的な知識が欠 けていた。

 また、 ビデオを教材 として用 いたのだが、 ビデオの撮 り方について誰 もきちんと勉

強 していなか ったため、ぶれが激 しかった り雑音が多か った りと、大変見苦 しい映像

となって しまった。 しか し、視聴覚教材を用いたこと自体は、学生の興味を引き付け

られ、 よかった と思 う。 それで も、松本や信 州大学についての情報 を得るこ とに 「浸

りきって」も らうには、 もっと多 くの教材 を準備 してい くべきで あった と反省 してい

る。教材 は ビデオ と地図のみであったため、単調 な授業 になって しまったかも しれな

い。実際に手 に触れ られるものを持ってい くともっと興味を持って もらえたか もしれ

ない し、質問 もた くさん出たかもしれない。

 「感謝 の場面で使 われ る 『すみませ ん』」の授業では、先にも述べたが参加学習者 に

とって簡 単すぎる内容 となって しまった。「松本 ・信州大学事情」の時もそ うであった

が、授業がスムーズに進みす ぎて予定 していた時間よ りもだいぶ早 く終わって しまっ

たのだ。 これ は、授業案を作 る時に、学習者 に理解 してもらえるだ ろうか、上手 く説

明できないのではないか とい う不安か ら、一つ一つ の活動 に時間を取 りすぎていたこ

ともその原 因である と思 う。 そこへ、学習者 が当初予定 していた2年 生ではなく、2

か ら4年 生の混合クラスになった とい うハプニングが重な り、余計時間が余 って しま

ったのだ。 しか し、 このような時間をいかに有効利用できるかが、教師の腕 の見せ所

であると思 う。 日本語 を しっか り研究す ることの大切 さ、幅広い教養 の大切 さを知 っ
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た。

5.5実 習 日時について

2.韓 国 日本語教育実習の概 要 や、3.教 壇実習の概要 で も触れたが、教壇実習

は交流週 間の後半にま とめて行われた。 しか し、理想 としては火曜 日に 「松本 ・信州

大学事情」 と 「感謝の場面で使われ る 『すみません』」の一回 目を行い、水曜 日一 日開

けて木曜 日に 「感謝の場面で使われ る 『すみません』」の二回 目を行いたかった。水曜

日の交流 の時間が、 自然 と授業の復習の時間や授 業で生 じた疑問などを友達 と話 し合

う時間 とな り、新たな気持 ちで木曜 日の授業 に望めたのではないだろ うか。今回は、

こち らの連絡等の不手際によ り日程が上手 く組めなかったが、この反省 を次回に生か

してもらいたい。

6.お わ りに

 これまで、カ トリック大学校 と信州大学の 日韓学術交流 を韓国 日本語教育実習 とい

う観点か ら捉 え、その反省 を述べてきたが、最後 に実習生 としての正直な感想 を述べ

させていただきたい。韓国行 きが近づ くにつれて時間的にも精神 的にも、 どん どん余

裕 がな くなってきて、 目の前の課題 をこな していくことで精一杯 だった。そんな中、

この実習 が もた らす意義や、教壇実習の交流週間の 中での位置付 けなど、鳥鰍図的な

視点をほ とん ど忘れて、授業案や教材作成 に没頭 して しまった。それが原因で、さま

ざまな不 手際が生 じたとも言える。 しか し、私は今回の実習に実習生と して参加する

ことがで きた ことが本 当に嬉 しい し、誇 りに思 う。毎 日のよ うに集 まって夜遅 く(朝

早 く?)ま で議論 し合い、運命 を共に した実習生の仲間にあらためて感謝 したい。 ま

た、様々な面で協力 してくだ さったゼ ミ生のみな さん、沖先生、そ してこのよ うな貴

重な経験 を与 えて下 さったカ トリック大学校 のみなさまに、心よ り感謝 申 し上げたい。

韓国 日本語教育実習をふ りか えって

信州大学人文学部4年 前澤 美樹 (日本語教育学専攻)

1.実 習の 目的 と意義

 日本語教育の現場を拝見 し、 日本語教育 に携わ る先生方にご教示いただき、さらに

国際交流 の場 を借 りて教壇実習 をも経験す るとい う目的があった。春か ら沖裕子先生

はJ.V.ネ ウス トプニー氏の 『新 しい 日本語教育のために』の うちに書かれていた

「イマー シ ョン教育」をキー ワー ドとして取 り上げていた。 この実習はプログラムま

ではいかなかったが、韓国人学生に とっては 日本語 しか使 えない場面に囲まれ、 日本

語 でコミュニケー トする必然性に富んだ期間 となっただろ う。韓 国の学生に とっては

母語話者の 日本語で 「信大 ・松本事情」を聴き、お礼の場面で使われる 「すみません」

の しくみ について知 る、私達 日本人の接待 もすべてが 日本語 とい う、日本語ばか りの1
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週間を送 ることとなった。

2.実 習にむ けての準備

2.1 学習項 目の決定 と自主ゼ ミ

 教壇実習の機会 を与 えていただき、 さて何 を教 えればよいのか。教科書を用いた実

習ではない し、相手は中級学習者 であった。最初 は初中級学習者 を想定 し、 自分たち

の興味や関心を持 ち寄 り、「松本」 と 「信州大学」、「お礼の場面で使われ るすみません

(謝罪的感謝表現」)Jに ついて韓国の学生に知 って もらお うと決まった。

 それか らは先行研 究を勉強 しわれわれ実習生の理解 を深め、 さま ざまな異なる考奈

や見解 があったが、学生たちの前では共通の見解 で説明 しようと準備 した。先行研究

を読み深 め、 自分たちの理解 を深 め、それぞれに見解が異なっていたがなん とか妥協

して統一 した。 しか しどう韓国の学生に伝 えていけばよいのか、社会言語学的な こと

を前面に出すのか、「すみません」を言 うときの 日本人の心情は どのよ うなものか、な

ぜそのよ うに思 うのか、な どに限って伝 えれば良いのか、 とい うことで悩んだ。

2.2 模擬授業

 計4回 の模擬授業 を行 なった。第一回は3回 分の授業内容の流れ を提出 しただけの

もので、 目的や 目標が明確でなく方向性 にかけた ものであった。 また、謝罪的感謝表

現 については実習生の中で理解や見解が分かれてお り、沖先生にご教示いただいた。

第二回、三回 めは謝罪的感謝表現についてを1時 間分ずつ模擬授業 をした。教師側 の

立 ち居ふ るまいや話 し方、板書等の意見を、2・3年 生、院生、沖先生 にいただき、

反省すべき点がい くつ もあった。お礼の場面で 「す みません」を使 うしくみを言語学

的 な観 点か ら説明 したいのか、心情だけで説明す るのか、 といった問題 はこの時点で     1

方向性が決 まってきた。

 第 四回めは全体を端折 りなが ら通 した。 出発 目前だったこともあ り大きな変更はせ

ずにこれでい くしかない、 とい うことで果 た して どうなるだろ うか とい う不安は消え

ないままだった。 その後、授業案やアンケー ト、ハン ドア ウ トなどを印刷 した り、最

終的に持っていく教材 の確認等 をした。

 模擬授業はもっと韓国の学生の実力や既習事項、学年な ども考慮 して考 えるべ きだ

った。授業の流れは確認できたが、学習者 の立場 に立った流れではなかった と現在は

思 う。

3.実 習を通 じて

3.1 授業見学

 三 日めに二つのグループに分かれて授業見学を した。私は津崎先生の中級 日語会話

を拝見 し、途 中か ら授業に も参加 した。同年代の女子学生だけでな く、社会人の方々

もい らっ しゃった。授業は地図をみて道順 を相手に伝 える練習だったが、左右や 、か
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どにあるのか道 の途中にあるのか、な ど判断するのが難 しいようだった。 は じめは韓

国人学生同士で説明 しあ う練習を していたが、途 中か ら津崎先生の機転に より日本人

学生 に学校付近 のおすすめの店への行 き方を伝える練習に変更 した。学生はか どをい

くっ行けばよいか、右か左か、などを実際に 自分で思い浮かべ るこ とができただろう。

 50分 とい う授業時間 は見学 している立場 でもとて も短 く感 じた。教 える立場 な ら

もっ と短 く感 じるだろ う。だが学習者 にとってはこれ ぐらいがあま りス トレスがたま

らない時間かも しれない。また、50分 とい う短い時間だからこそテ ンポが大事になっ

て くるこ とに気 がっいた。導入か らさっさと入 り、学生が停滞 して しま った ら違 う風

を送 りこむ、授業 のま とめも切 り上げが早い。授業 ではあるが指示が とて も自然で、

会話の よ うに進んでいった。 これには席の形 も影響 があるだろ う。大きな円に並べ、

必要な らば小円になる。先生は中央 にいるか もしくは巡視する。巡視の ときに直 さな

くてはいけない学生の表現が見つかれば黒板に書きみんなに説明す る。教 えなが ら学

生を観察 している津崎先生の動きは とても勉強になった。

3.2 交流等 からの観奈

 学生 と交流 していて気 がついた ことは同 じ学年で も年齢が異な ることがあるとい う

こ と、また、学年や年齢 に関わ らず学生の レベルに差があることに驚か された。普段

は私達 とよく会話を し、授業にまじめに取 り組んではい るが、授業 中はあま り率先 し

て発言す るよ うには見 えなかった。 しか し二 日目の ミニ ドラマの発表会 では、演 じる

ほ うも見てい るほ うも とても楽 しそ うだった。実際の授業でもロールプ レイ をこんな

に生 き生き と、気持 ちをこめて練習できた ら、た しかに効果はあがるだろ う。や ると

なれば しっか りこなす学生が多かった といえる。

 また、学生 の幾人か に 日本語 を学習する動機 を交流の中で尋ねた。 日本 の文化や 大

衆芸能に多 くの人が興味があ り、日本語を使 う仕事 に就きたい、とい う人 も多かった。

日本語 をコ ミュニケー シ ョンの道具の一つ として習 っている。今回の 日本人学生 との

交流 によって韓 国人学生は もっとその コミュニケー シ ョン能力を高めたい、 もっ と目

本 人のこ とをわか り、思っていることを伝 えたい、 と感 じた人は多かっただろ う。実

際にそ うい う声 をきき、人の心をつなぐ 「ことば」 の素晴 らしさを思 った。

3.3 教壇実習

 実習生のメイ ンテーマで もあった教壇実習 はほ とん どが予想 と異なっていた。まず

先に述べた よ うに学生 の レベルに差があった。そ して未習だと思 っていた謝罪的感謝

表現はす でに知 っていた。滞 ることな く授業 は進み、時間が余った。 この予想外 に余

った時間を学習者 にとって無意味なものとしないためには、学習者が何 を知 りたい と

思 っているか判 断 しな くてはならない。私達はそのニーズには応 えていなかっただ ろ

う。韓 国人学生が好意的に授業を見ていて くれた ことがせめてもの救いだったが、何
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を話せ ば良いか、話は一方通行になってはいまいか、と焦 ってばか りだった。 自分の

用意の足 りな さを悔 いた。今回は実習生全員 にとって臨機応変の必要性 を感 じ、身 に

つ ける練習 をした ようなものであったのではなか ろ うか。

4.今 後の実習へむけて

 学習者 のニーズ調査 を行ない、 こちらの 自己満足の授業だけは避 けたい。学生の興

味のあることを選んで授業を作っていけた ら、お互いに楽 しいだろ う。また、 「相互行

為」 とい うこ とを念頭 におき授業でもっと韓 国人学生の話す機会を増や したい。今回

の訪問でカ トリック大学校の授業形態や学生の レベルや様子が把握 できた。模擬授業

の際の学生役 ももっと具体的になる し、授業計画 も立て易 くなるのではないだろ うか。

 事前の準備は しすぎることはないことを実感 した。身近なことほ ど調べ落 とす こと

が多いので、韓国か ら日本に留学する、旅行する、 とい う身になって考えてみること

も大事である。

 また視覚教材 も多めに準備 し、掌中に さまざまなアイデアや話題や知識 を持ってい

く必要がある。 これはや は り学習者 の立場 にたてば、いろいろなこ とを知 りたいはず

なのだか ら、それに応 えられ るように具体的に韓国事情 を調べ韓国人が 日本の何 に興

味 を持 っているかな どを調べ、用意す ることもできるだろ う。留学生センターでの実

習体験 も含 め、見て、聴いて、感 じた ものを十分に活用 したい。

 最後に、私達に教壇実習 とい う貴重 な経験、学生 との交流 とい う素晴 らしい思い出

を くだ さった姜先生をは じめとす るカ トリック大学校の先生がた、協力 して くだ さっ

た韓 国の学生方、そ してご指導、 ご引率 くだ さった沖先生に感謝 申し上げます。

実習の記録

信州大学人文学部3年 平野涼子 (日本語教育学奪攻)

1.実 習の概要

 カ トリック大学校、中野先生の 日本語の授業を受講 している2,3年 生(1グ ループ

4、5人 で計5グ ルー プ)と 信州大学の2,3年 生5名(2年 生3名 、3年 生2名)が 行

ったものである。1グ ループ10分 間の時間を与 えられて信州大学の学生はそれぞれ

のグルー プを廻 りなが ら、あ らか じめ各 自で準備 してきた題材を使 ってフ リー トーキ

ングを行 った。 その際、両者 の学生共に多 く質疑応答 をす るよ うに指導 を受 けた。参

考 として、私が行 った実習について述べる。事前に準備 していった ものは、 日本の地

域情報誌(私 は関西出身だったのでその地域の もの)、 日本地図で長野 と私の実家の位

置 関係 を示 したもの、家族の写真 などである。

 実際にフ リー トーキングの際 に使用 したのは、地域情報誌 と日本地図である。家族

の写真な どは時間の関係上使 うことができなかった。主に使用 したのは、地域情報誌
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で全てのグループにおいて どんなことに興味があるのか等 を尋ねてカ トッリク大学校

の学生が関心のある分野の話題 を中心に進 めていった。

2.実 習 の感想 、反省

 まず特 に感 じた ことは、カ トリック大学校の学生が私の想像 している以上に 日本に

ついての知識がある とい うことである。 しか し、その知識 はいずれ もそれぞれの学生

が興味のある分野であ り人によって異な る。学生 によっては自分が好 きな俳優 が出て

い るテ レビ番組 をインターネ ッ トか ら検索 してお と した りも している。私が、実習を

行った限 りではほぼ全てのグルー プで知 りたいこ と、興味のある事柄 について音楽、

映画、ファ ッシ ョンの分野に集 中 していた ように思 う。

 反省点 としては、各 グループの構成が学習者 の 日本語能力にば らつきがあ り、私 と

の会話や 学生 か らの発話がある生徒に集中 した ところもあったので、も う少 し、それ

ぞれの学生にあった質問 をすればよかった と思 う。今回は、題材のみを事前に準備 し

ていっただけで、 どのよ うな質問す るか、授業展開 をしていくかな どにっいてはあま

り深 く考 えていなかった。教 える側は、いろんな角度か ら様々な関連 のある事柄 につ

いて事前準備 を してい くべ きだ と感 じた。

3,ま とめ

 以上が今回の私が行 った実習の記録で ある。今 回の実習は、フ リー トーキングとい

う形式だ った為、同年代の韓国の学生 といま彼 らが関心のある事柄にっいて同 じ視点

か ら話せ た ことが とても うれ しかった。

沖ゼ ミ韓国研修旅行 11 「フ リーF● キ ング」実習記録

儒 州大学人文学部3年 三間 美奈子 (日本語教育学専攻)

実 習 日 時:2001年10月30日(火)16:00～16:50

実 施 場 所;カ トリック大学校D434教 室

実 習 者:信 州大学人文学部 日本語教育学専攻学生

       2年    門脇恵利子 ・向出真理子 ・矢嶋直子 3名

       3年   平野涼子 ・三間美奈子      2名

授業参加学生:カ トリック大学校 目語 日本文化学科 の学生 約25名

指導担当教官:中 野 敦先生(カ トリック大学校)

実 習 形 態:中 野先生の授業時間をおか りす る形で実施。学生の参加は 自由で、学

       年 もバ ラバ ラである。カ トリック大学校の学生4～5名 を1っ とし、

       5つ のグループをつくる。 そこへ信 州大学の学生1名 が入 り、 日本語

       で 自由に会話 を進 める。10分 経過後、次のグループへ移 り全グループ

       をまわ る。
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実 習 内 容:

グループ①

 ・実習者 とほ とん どの学生 は初対面

 ・お互 い初めで緊張 してい る

 自己紹介。趣味の質問があったので、用意 していった華道 のテ キス トを示 し説明。

会話 はあま りはず まず、華道への関心 も高 くない様子。

グループ②

 ・実習者は少 し緊張がほ ぐれてきた

 自己紹介。華道の話はや める。文学を専攻 している学生がいたので、 自分 のことよ

り相手への質問中心。

グループ③

 ・唯一男性1名 含む

 ・自己紹介。実習者 が興味のあるアクセサ リーの流行 について、韓国の状況を質問。

  日本への留学経験者がお り、その学生を中心に会話が進む。日本の雑誌な どをみて

  い るそ うである。 日本で今流行 ってい る 「ファー」は、韓国では数年前に流行った

  との こと。 「ファー」の語源 を聞かれたが、答 え られず。その他、車 で通学 してい

  ることに興味をもって くれた。留学経験者の学生中心に話が盛 り上がったが、その

 他の学生 の発話はほ とん どなかった。

グルー プ④

 自己紹介。家族の写真 を見せ る。姉の子 どもの七五三の写真であったので、説明。

ここにも語学以外の専攻の学生がいたので、韓国の学校 における外国語教育 システム

につい て質問。

グルー プ⑤

 ・授業前に実習者 と面識 のあった学生 中心

 ・自己紹介はほ とん どな し

日本語能力 は全体的にかな り高 く、会話の主導権 は どち らか とい うと学生側。実習者

の名前 の読み方で盛 り上がった。 日本 のコメデ ィアンの説明を学生同士です る。一番

盛 り上がったグループ。

実習の反省

 私のグループの まわ り方が、 日本語能力の初級 レベル か ら上級へ となっていたせい

も大きい と思 うが、初 めのグループは表情が硬 く、質問もある程度決 まった ものであ

った。 とても真剣な表情で聞いて くれていたので、 日本語の理解 に集 中 していたので

はないか と思 う。 自分 自身も初めのグループは、若者のあま り関心のない話題 を提示

して しまった。 これが別のこ とであった ら、変化 があったかもしれない。参加者 の分
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析 が甘かった。

 日本語の使用 について、 日本特有文化の説明は、いかに一般的な語彙 を使 うかが問

題 となった。理解 して もらえなかった時の言 い換 えの語彙 も自分の中に蓄えてお く必

要 を感 じた。それ と同時 に、学習者の レベル別習得語彙 の把握 もしておかなければな

らず 、あらゆる面で準備不足であった。

 また、1対 複数 とい う中で、積極的な(日 本語能力の高い)学 生以外の参加者の会

話への引き込みに対す る配慮があま りできなかった。

 実習的には準備 が全 くできていず失敗に近かったが、この実習 をした ことによって、

カ トリック大学校の学生 との距離が近 くなったよ うな気が した。同年代(実 際 には少

し下)の 学生同士 とい うことで、互いに相通 じるものがあった。緊張はあったものの

笑顔ですす め られたのは、そのお陰である。 それに甘んず ることなく、技術 的にも成

長す るよ うに今後、学んでいきたい。

実習 を振 り返 って

信州 大学人文学部2年 門脇 恵利子(闘 本語教育学専攻)

 韓国では2,3年 生 は自己紹介 ・フ リー トークとい うかたちで実習を行 った。 これ ら

はカ トリック大学校の学生 さんたちが5つ のグループに分かれ、その グループを私た

ちが順番 にまわって話 をす るとい う形で進 められた。ひ とつのグループでの時間は1

0分 ほどであった。

 事前準備 の段階 では10分 とい う時間はかな り長 く感 じられ、一体何 について話せ

ばいいのだろ うか とかな り悩んだ りも した。 しか し、実際話 し始めてみる と自己紹介

とは言いつつも話 を進 めるのは私一人 とい うわけではなく、会話によって進めてい く

ことができたので、思っていた以上にいろいろな ことについて話をす ることができた。

 自己紹介 ・フ リー トークのために私が用意 してい ったものは次のものである。 日本

の ファッシ ョン雑誌、趣味の一つである写真、そ して 日本地図、プ リクラ。特に 日本

地図 と写真は話 を広 げるのに とても役立った。 自分 の出身地を説明す る ときに地図で

「ここ」 と指 して言 うことができたので伝わ りやす かった とい うこともある。ただ、

大変だったのは 「わか りやすい 日本語Jで 話す とい うことであった。特に名詞の言い

替 えには苦労 した。動詞の場合であるならばある程度別の言葉に言い換 えることはで

きたのであるが、名詞 になる と普段言い替えて使 うとい うことを していないために、

別 の言葉で言い換える とい うとい うことがなかなか できなかった。通 じなかった言葉

(辞書 に載 っているよ うな説明で理解 して もらえなかった とき)に っいて、 どうい う

方向か ら持 っていけば理解 して もらえるか とい うこ と(た とえば似たよ うな例を出す、

似 た よ うな例では どうい うものがあるか とい うことなど)を もっと考 えていかない と
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いけない と思 った。

 また強 く思った ことは、い くらいろいろな ことを話 していても表面的なことばか り

話 してい る うちは話が弾まない とい うことだった。 自分 を出 してい く、心を開いてい

くとい うことはなかなか簡単 にできることではないが、特にこのよ うに短い期間で本

当に交流 しよ うとす るな らば、 このことは とても大事なことである と身 を持 って感 じ

た。

 終わってみれば長 い と思っていた10分 間は とても短 く、そ して とても楽 しいもの

だった。来年 もぜひあれ ばいいなと思 う。

韓国研修旅行 ・実習を振 り返 って

信州大学人文学部2年 向出真理子 (日本語教育学専攻)

 今回の研修旅行の大きな趣 旨として、4年 生の 日本語教育実習が組み込まれ ていた。

それに対 し2・3年 は、韓国人学生のグループ内で 自己紹介 とフ リー トーキングを行 う

とい う授業時間を与え られた。私はむ こうの学生は私たちにどんなことを聞きたい と

思 っているか、また逆 に自分 が どんなことを聞きたいかを考え、 これまでに 日本国内

で旅行 した ときの写真や、デ ィズニー ラン ドな どのガイ ドブ ックを用意 した。 また私

は 日本語 を勉強 している韓国の学生 とは反対に韓国語 を勉強 しているので、ふだん使

っている教科書 も持 っていって互いに比べてみたい と思った。

 準備できることは して韓国に出発 した ものの、い ざ実習の時間が迫 って くるとやは

り緊張 と不安が押 し寄せ てきた。時間はカ トリック大学校の授業1コ マ分の予定だっ

たが、それ でも時間があまって しまったらどうしよ うとい うことや 、自分 の言葉 を意

識 して話 さなければな らない とい うのは、私 にとって今までそんなに経験が ないこと

も理 由の一つだった。 しか し授業が始まって しま うと、落ち着いて参加す ることがで

きた。1グ ループで10分 、5グ ループをまわるとい うのは、思っていたのに反 して時

間がす ぐに過 ぎていった。前 日の歓迎会で少 し仲 良くなっていた子 もいた り、3・4

年生 も私のほ うに興味に満 ちた 目を向け、話 をきいて くれた。一方で反省すべ き点 も

い くつかある。まず10分 とい う時間の中でテーマを しぼって話ができなかったことで

ある。写真やガイ ドブ ックな ど用意 したもの全部 を見せたい、はな したい と思 ってい

るとす ぐに時間が経って しまい、終わってみれば広 く、浅 くの内容 になって しまった。

また私 が話す側 にまわ って しまったことが多 く、韓国の学生か ら話 を聞くことがあま

りできなか った。特にまだ 日本語学習が進んでいない学生のグループでは、私の話 と

写真 な どを見るだけになっていた。話 した ことが理解 されているかの確認や 、それ に

対 して何か質問はないか、韓国ではど うかな どを聞いてみた り、こちらの側 か らの働

きかけが必要であったよ うに思 う。そ して同 じ内容 を話すに しても、グループやその
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日本語の能力 に合 わせ た話 し方 をもっと意識すべきであった。

 振 り返 ってみ ると相手の話 をよく聞き、その上で相手に合わせ た話 し方 をす るとい

うのは実習中に限 らず、それ以外の場で も共通 していえることである。話を聞き流す

ことはもちろん、聞き流 され るようなことは決 してあってはならない。実習だけでな

く今回の旅 行全体 を通 して 自分の母語である 日本語 を、学習者である相手にいかに平

明な形で伝 えるか とい うことの難 しさを実感 した。 この経験 と反省 をもとに今後の勉

強 と、来年 にいかせ るよ うに したい。

実習を終 えて

信州大学人文学部2年 矢嶋直子 (日本語教育学 奪攻)

 今回2・3年 生の実習は韓国人学生の4～5人 の グループをまわ り、自己紹介す るこ

とで した。 自己紹介で話す ことは 日本でも考え、写真 も見せなが ら話す ことに しま し

た。 直前 になってもあま り緊張せず、知 り合 いになった人 も見 られ少 し安心 していま

した。 は じめは生 まれた場所 について地図を見せ なが ら紹介 し、趣味や茶道 にっいて

話そ うと思 っていま した。 しか し1グ ループ 目か ら茶道の精神な どを聞かれ、生半可

な知識で話すべ きではなかったと後悔 しま した。その後のグループか らは生まれた所、

今住んでいる所にっいて紹介 してか ら何 を話せ ばいいのか分か らな くなって しまい、

どの話 も中途半端で終わっていって しまいま した。

 終わってか らなぜ こんなこ とになって しまったか を考 えた時に、 自分が どんな人間

か結局話せ ていなかった と感 じま した。中途半端 に 日本 の文化に関す ることも話そ う

と思い写真 も持っていった りしま したが、それは私 自身 の紹介で はな くなって しまい

ま した。 現在 の私にはこれ ができる、 と自信 を持 ってい うことや、 これは本 当に好 き

だ、 と紹介できるものがなかったために中途半端 になって しまったのだろ うと思いま

す。多少知ってい る事やなん とな く好き、 とい う今の 自分の状況 をはっきりと思い知

らされ、 自己紹介の難 しさに気付か され ま した。

 今 「私」 をほかの人 に知ってもらうには どうすれ ばいいかを考えているのですがま

だ よくわか ってきませ ん。 ただ、 自己紹介す るときに私はそれぞれの人の前にいて、

実際に話 しているのだか ら私が どんな人間かはそれぞれの人によって違 うのだ とや っ

と気付 きま した。私の話す趣 味についても興味のあることもそれ に くっついてい くだ

けなのだ と思います。 それに興味 を持って くれた り、同 じ好きな ことだった りした と

き、またそれぞれの人の中での 「私」ができてゆくのだ と思います。今回の経験か ら、

好 きなものや興味のあることも紹介できる くらいに深 く知 り、「私」といえるよ うな こ

とを見つ けていきたいです。
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